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主要項目：  第１５回研究発表大会報告 
  第１６回研究発表大会のご案内 
 会員の入退会について 
 2002年度会費納入のお願い 
 事務局だより 

 
 
 
１. 第１５回研究発表大会報告 
                        大会委員長 平澤亨輔（札幌学院大学） 

 
第 15回応用地域学会（ARSC）研究発表大会は、2001年 11月 3、4日の両日にわたり北海道
江別市の札幌学院大学において開催されました。北海道としては初冬になろうという季節、紅葉

も終わり、初雪も降る季節に開催されたにも関わらず、参加者 202名と昨年の筑波大会に続き、
200名を超える大会となりました。22の一般セッション（報告 45件）、 8の Early Bird Session
（報告 19件）、開催地セッションを含む特定セッションが５セッションとほぼ５会場並行で研究
発表が行われ、フロアーも含めて活発な議論が行われました。 
一般セッションの報告は理論的なものから実証的なものまで幅広い領域で議論がなされまし

た。特定セッションでは都市圏の設定、ロードプライシングなどの重要な課題が議論されました。

開催地セッションでは、「構造改革の下での地域政策」と題して、地元の経済学者に、学会会長

の金本先生、副会長の井原先生を交えて、北海道を含む地域経済についての活発な議論がなされ

ました。そして今年の特徴として Early Bird Sessionにおける若い報告が多かったことは、今
後の学会の発展を感じさせることでした。懇親会においては予定を大きく上回る 150 名を超え
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る参加者があり、学会内の交流も活発でした。21 世紀最初の学会として十分であったと言えま
す。 
今回の大会にはいろいろな方々のご協力をいただきました。プログラム委員長の上田先生、学

会事務局の方々、それから地元でご協力いただいた学会員の方々にはこの場を借りて、御礼を述

べたいと思います。 
 
 
２. 第 1６回研究発表大会のご案内 
 

2002年度の ARSC研究発表大会は、岡山大学・中村良平教授を実行委員長として、下記
の要領にて実施されます。奮ってご参加くださいますようお願い申し上げます。 
 
日程：2002年 11月 30日（土）～12月１日（日） 
会場：岡山大学（予定） 
発表申込み〆切：2002年 8月末（予定） 
論文提出〆切：2002年 10月末（予定） 
申込み・問合せ：ARSC事務局 
 
 発表申込先および受付開始時期を含む詳細については、ARSC NEWS次号に掲載いたし
ます。 
 
 
３. 会員の入退会について 
                                             

2001 年度総会において、前回総会以降に入会を申し込まれた以下の方々について、入会
が承認されました（順不同・敬称略）。 

一般 11名 
長島 正治(埼玉大学) 、柳井 雅也(富山大学)、山崎 剛志(岐阜聖徳学園大学)、Ismail Issah(東
北大学大学院) 、片桐 弘道((株)青桐社)、山岸 純一(埼玉大学大学院)、郭 沛俊(香川大学)、
小野 哲生(筑波大学)、今川 拓郎(大阪大学大学院)、宮越 龍義(新潟大学)、栗原 真行(国土
交通省 国土技術政策総合研究所) 
 
学生 12名 
阿部 史郎(法政大学大学院)、井上 智之(神戸商科大学大学院)、吉岡 孝昭(大阪大学大学院)、

大城 純男(中京大学)、坂本 直樹(東北大学大学院)、阪田 和哉(東北大学大学院)、田村 健

司(九州大学大学院)、宮良 いずみ(神戸大学大学院)、藤原 健司(京都大学大学院)、 坂本 博

(大阪大学大学院) 、猪原 龍介(京都大学大学院)、隅田 和人(慶應義塾大学大学院) 
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 同時に以下の方々の退会が承認されました（敬称略）。 

本人の申し出によるもの（7名、1団体） 

山本 明(千葉工業大学)、吉田 一斉(山形大学)、石川 祐三(鹿児島経済大学)、太田 惠子(長

岡短期大学)、前田 芳男((財)熊本開発研究センター)、谷口 建(弘前大学)、吉川 和広(関

西大学)、(株)三菱総合研究所 
 
 この結果、2002年 1月 31日現在の会員数は、個人会員が一般会員 347 名、学生会員 68
名、海外会員 31名、賛助会員 14団体（計 24口）となります。 
 
 
４. ２００２年度会費納入のお願い 
  
 会員データベースに基づいて発行された請求書を同封しています。ご請求額を３月２０日

までに応用地域学会の郵便振替口座(00120-1-253855)にお振込み下さい。また、この請求額
について疑義のある場合には、学会事務局までお問い合わせ下さい。なお、お振込みの際に

は、ご面倒でも振替用紙の所定欄に振込金額の明細を必ずご記入下さい。 
 
 (1) ARSC会費 
 2002年度会費は、一般会費 10,000円、学生会員 5,000円、賛助会員 １口 50,000円です。 
また、海外会員（日本人の短期滞在者を除く）は、ARSC年報を購読される場合$80、RURDS
のみの場合$60です。なお、海外からお支払いの場合は、日本国内の知人を経由して日本円
でお支払い頂くのが最善ですが、それが不可能であれば、アメリカの銀行で振り出された

USドル建ての小切手、アメリカの銀行に口座をお持ちでない方は、国際郵便為替をご利用
下さるようお願いします。 
 過年度未払いの会費がある場合、1998年度以前は年額 7,000円（学生は 5,000円）、1999
年度以降は年額 10,000円（学生は 5,000円）を加算して請求しています。海外会員につい
ても同様です。 
 (2) RSAI（国際地域学会）会費 
 2001年分の RSAI会費を ARSC経由で納入された方、および新たに RSAI会員になられ
る旨事務局に申し出られた方についてご請求しています。2002 年分の会費は 7,500 円（学
生は 5,000円）です。 
 従来から RSAI会費を支払っておられて、期日までに払込がなかった方についても３月２
０日までに退会のお申し出がない場合には、RSAI会員を継続されるものと見なして、事務
局で会費を立て替え支払います。従って、その後に退会を申し出られた場合には、2002 年
分の会費はお支払いいただくことになりますので、予めご承知下さい。 
 今回新たに RSAI会員になることを希望される方は、払い込み票の所定欄にその旨ご記入
し、上記金額を加算していただくようにお願いします。 
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 (3) RSAI会員特典としての雑誌購読 
 RSAI会員になられますと、いくつかの雑誌を割引購読することが出来ます。国内会員の
みの方は、この特典は受けられませんので、ご注意下さい。ARSCで購読を仲介する雑誌と
その 2002年分の購読料は次の通りです。 
・International Regional Science Review   1,880円 
・Regional Science and Urban Economics  5,630円 
・Journal of Regional Analysis and Policy  4,380円 
・Review of Regional Studies  3,750円 

この他、Journal of Regional Scienceについては、北米在住会員のみ割引購読が可能ですが、
これについては、直接下記出版社にお問合せください。 

Blackwell Publishers Ltd 
108 Cowley Road, Oxford OX4 1JF UK 
Tel: ++44-1865-791100 
Fax: +44-1865-791347 
ホームページ：http://www.blackwellpublishers.co.uk/ 

 
 2002 年の購読を続けられる場合は、３月２０日（水）までに入金するようにお払い込み
下さい。郵便振替の場合、通常払い込みから入金までに約１週間かかりますので、なるべく

早くお払い込みいただきますよう、お願いします。2002 年から新たに購読を開始（追加）
される場合も、３月２０日（水）までに購読料をご入金下さい。３月２０日以降の入金分に

ついては、次年度以降の会費への預り金として処理させていただきますので、予めご承知下

さい。 
 なお、RSAI会費を払わずに雑誌購読だけを申し込まれる方がおられますが、雑誌購読単
独のお取扱いはできません。この場合も余剰分は次年度以降の会費への預り金として処理す

ることになります。 
 
５. 事務局だより 
 
□ 春は目の前、そして、会費納入と運営委員の選挙です。年度末を控え､そして新年度への

準備と、何かとご多忙の折かと思いますが、お忘れなきようお願い申しげます。 
□ また、地域科学に関連する分野の研究に興味を持たれている個人、または団体が周囲に

居られましたら、是非入会をお勧め頂くようにお願い致します。個人会員用の入会申込

書は ARSCのホームページ(http://www.arsc.org/arscform-j.html)より入手可能です。ま
た、Emailによるお申し込みも受け付けておりますので、記入事項を ARSCホームペー
ジにてご確認の上、必要事項を記入して clerk@arsc.org宛てに Emailでお申し込み下さ
い。 
                            （ARSC事務局 宮本成雄） 


